
2022年テーマ
Sign Languages Unite Us! 
「手話言語で団結しよう！」

手話言語の国際デー
2022 in ふじさわ

9/23（金・祝） 16時～20222022

会場：江の島　サムエル・コッキング苑　サンセットテラス会場：江の島　サムエル・コッキング苑　サンセットテラス

手話通訳・要約筆記(手書き)あり　｜　参加費無料
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つるの剛士                                    (藤沢市在住・ふじさわ観光親善大使)　
「ウルトラマンダイナ」のアスカ隊員役を熱演した後、2008年に“羞恥心”を結成しリーダーとして活躍。一躍時の人
として人気を博す一方で、2009年にカバーアルバム「つるのうた」をリリースし35万枚を売上げオリコン1位を記録。
続いてセカンドカバーアルバム「つるのおと」では25万枚を売上げ、トータル60万枚のセールスを記録し、以降精力
的に音楽活動を行っている。将棋・釣り・楽器、サーフィン・野菜作りなど趣味も幅広く、好きになったらとことんや
らなければ気が済まない多彩な才能の持ち主。
2022年3月 幼稚園教諭二種免許を取得。二男三女の父親。

※リニューアル工事に伴い サムエル・コッキング苑 無料開放中

主催：手話言語の国際デー2022 in ふじさわ実行委員会 お問合せはこちら mail：kana_d5454@rondo.ocn.ne.jp

つ    る     の    た  け  し

お  　   が        わ      ゆ    う

STUDIO BUZZ　
こんにちは。私たちは相模原にあるダンススタジオBUZZでいつも練習をしています。今日こうしてこの場で踊れ
るのは、実は私たちのメンバーには聴覚障害のある子がいます。その子は4歳からBUZZに通っていて、今ではもう
中学生です。今まで沢山の発表会やイベントに一緒に参加してきました。耳はほとんど聞こえませんが、みんなと
息の合ったかっこいいダンスをいつも披露します。本日、ご縁もありこのようなイベントで踊れることを本当に嬉
しく思います。一生懸命踊りますので応援宜しくお願いします。https://buzz-st.com/school/

Deaf Hula　
私達、Deaf Hula はメンバー5人全員、ろう者（聴覚障害者）です。今回の出演のために、皆んなで力を合わせて最後ま
で頑張ります。8月27日から練習をスタートして1ヶ月もない中で、四苦八苦しながら練習をしてきました。何回も目で
見て覚え、リズムも合わせたりしながら、一生懸命頑張りました。暖かい気持ちで応援していただけると嬉しいです。
よろしくお願いいたします。
 Mahalo（ありがとう）
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【雨天の場合】藤沢市役所で行います。詳しくはHPまたはFacebookにてお知らせいたします。
https://signlanguages.wixsite.com/2022HP 「手話言語の国際デー in ふじさわ」で検索

HANDSIGN
ボーカル&手話パフォーマー。ニューヨークのアポロシアターにて開催されている「アマチュアナイト」で優勝を重ね
帰国。実話を基に制作した「僕が君の耳になる」MVはYouTubeで1,000万回再生ヒットを記録し映画化！
結成15年の活動功績が認められ、青年版国民栄誉賞と称される「JCI JAPAN TOYP 2020」でグランプリ受賞。昨年は
ポロ ラルフ ローレン製ランドセル約500個を聴覚障害を持つ子供たちに寄贈するプロジェクトのアンバサダーに起用さ
れ実施。 今年、日本初となる歌・ダンス・お笑い、全てのエンターテイメントに手話で届ける夏フェスを開催！
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毎年、9月23日は「手話言語の国際デー」です。2017年12月19日に国連総会で決議されました。決議
文では、手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう者の人権が完全に保障されるよう国連加盟
国が社会全体で手話言語についての意識を高める手段を講じることを促進することとされています。
また、9月23日は1951年に世界ろう連盟（WFD）が設立された日です。

手話言語の国際デー
（International Day of Sign Languages）

2022年のテーマ
Sign Languages Unite Us!
「手話言語で団結しよう！」

「世界そして日本を青色に!-いのちの輝き 手話言語に光を-」 
市民、地域、社会をひとつにチャレンジプロジェクト

手話言語の国際デーが制定されてから今年で5年目の今年、世界ろう連盟は、国際手話言語デーに合
わせて、「手話言語にブルーライトを当てよう」イベントを立ち上げました。
わたしたちはこの趣旨に賛同し、江の島灯台をブルーにライトアップを行い、市民、地域、社会が一つと
なって、「手話が言語である」 ことへの認知を広めていきます。 
そしてこのイベントを通して、世界、市民、地域、社会をひとつにし、また各国の手話言語を支援し、世界
のろう者たちとの連帯を示すことを目的にしています。

ライトアップされた写真や動画は、
ハッシュタグに「#IDSL」と「#BlueLight」 「手話言語に光を」をつけて、
「@jfd.or.jp」、「@Wfdeaf」をタグ付けしてSNSに公開してみてね。 

実行委員長　一般社団法人 神奈川県聴覚障害者連盟理事長　河原 雅浩
公益社団法人 神奈川県聴覚障害者協会
特定非営利活動法人 藤沢市聴覚障害者協会
神奈川県議会議員 市川 和広

主催：手話言語の国際デー2022 in ふじさわ実行委員会

後援：藤沢市、社会福祉法人 藤沢市社会福祉協議会

Share
（参考）全日本ろうあ連盟「チャレンジプロジェクト内容」  
　　　　https://www.jfd.or.jp/info/2022/2022idsl/jfd_bluelight_challenge.pdf（参照）2022-8-24

共催：一般社団法人 神奈川県聴覚障害者連盟
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